
奈
良
・藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

。
飛
騨
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
を

一
九
九
三
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
£
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衡
跡

６
　
遠還
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
東
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
一ハ
七
次
調
査
）

こ
の
調
査
は
、
昭
和
六
二
年
度
か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
、
内
一異
に
東

接
す
る
官
衛
群
の
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
調
査
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た

も
の
で
、
調
査
地
は
藤
原
官
大
極
殿
の
東
方
約
二
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。
今
回

は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
男
ら
か
と
な
っ
て
い
た
内
裏
に
東
接
す
る
南
北
四
つ

の
官
衛

（
一
つ
の
官
衛
区
画
は
東
西
約
六
六
ｍ
、
南
北
約
七
二
ｍ
の
規
模
を
も
つ
）
の
う

ち
、
南
か
ら
二
つ
日
の
区
画
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
調
査
区
を

設
け
、
官
衝
内
部
の
建
物
配
置
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て

調
査
し
た
。
な
お
当
該
地
の
小
学
名
は
倉
ノ
町
で
、
東
が
ク
ジ
ラ
町
、
西
南
が

官
所
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
二
〇
〇
〇
ポ
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
に
は
、
四
条
条
間
路
、
掘
立
柱
建
物

一
七
棟
、
掘
立
柱

塀
四
条
、
石
敷
、
石
組
、
石
組
溝
五
条
、
素
掘
り
溝

一
〇
条
、
井
戸

一
基
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
藤
原
官
期

（宮
期
直
前
を
含
む
）、
藤
原
官
期
以
前

（弥
生
・

古
墳
時
代
お
よ
び
七
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
）、　
藤
原
宮
期
以
後

（奈
良
・
平
安
時
代
お

よ
び
そ
れ
以
後
）
に
大
別
さ
れ
る
。

藤
原
官
期
の
遺
構
に
は
掘
立
柱
建
物
五
棟
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
土
坑
二
基
な

ど
が
あ
り
、
官
衛
の
ほ
ぼ
中
央
に
正
殿
に
あ
た
る
東
西
棟
建
物
を
置
き
、
こ
れ

を
中
心
と
し
て
そ
の
東
南
方
、
東
北
方
、
南
方
、
北
方
に
各
々
等
距
離
で
掘
立

柱
建
物
を
配
置
し
、
正
殿
の
東
西
に
は
掘
立
柱
塀
が
取
り
付
き
、
こ
れ
に
よ
っ

て
官
行
は
南
北
に
二
分
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
規
格
性
の
高
い
建
物
配
置
を
と

り
、
従
来
、
藤
原
官
の
官
衝
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
も
の
と
大
き
く
異
な
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
藤
原
宮
の
官
行
の
建
物
配
置
や
構
造
を
考
え
る
上
で
新

た
な
資
料
を
提
供
し
た
。
な
お
こ
の
時
期
の
建
物
は
藤
原
官
に
先
行
す
る
条
坊

遺
構
で
あ
る
四
条
条
間
路
の
側
溝
を
埋
め
た
て
、
道
路
を
廃
し
た
の
ち
に
建
て

ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
藤
原
官
期
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
七
六
四

一
か
ら

一
三
点

今
，
ち
削
暦
一
点
）
が

出
上
し
た
。
Ｓ
Ｋ
七
六
四

一
は
官
行
の
正
殿
に
当
た
る
建
物
の
南
西
に
あ
る
隅

丸
方
形
を
呈
す
る
南
北
約
七
ｍ
、
東
西
約
五
ｍ
、
深
さ
約
○

・
五
ｍ
の
上
坑
で
、

堆
積
層
は
三
層
か
ら
な
り
、
中
層
は
燃
え
さ
し
の
木
片
を
含
む
威
化
物
層
で
あ

る
。
木
簡
は
中
層
か
ら
多
量
の
上
師
器
、
須
恵
器
や
少
量
の
瓦
な
ど
と
と
も
に

出
土
し
た
。

二
　
内
一異
西
外
郭
地
区
の
調
査

（第
七
〇
次
調
査
）



1992年出上の木簡

こ
の
調
査
は
、
藤
原
官
の
内
裏
西
外
郭
地
区
、
特
に
そ
の
西
南
隅
部
分
の
様

子
を
男
ら
か
に
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
面
積
は
七
五
〇
ド
で
あ

玄つ
。検

出
し
た
主
な
遺
構
に
は
、
内
裏
外
郭
の
西
面
と
南
面
を
限
る
掘
立
柱
塀
、

南
北
溝
、
西
大
溝
、
藤
原
官
に
先
行
す
る
条
坊
の
四
条
大
路
及
び
そ
の
南
北
両

側
溝
、
斜
行
溝
、
堰
、
橋
、
池
状
遺
構
、
土
坑
な
ど
が
あ
る
。
な
お
今
回
の
調

査
で
、
内
裏
外
郭
が
南
北
三
七
八
ｍ
、
東
西
三
〇
三
ｍ
と
確
定
し
た
。

木
簡
は
西
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
八
〇
か
ら

一
〇
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
一
六
八
〇
は

幅
が
四
ｍ
前
後
、
深
さ
が

一
ｍ
を
超
え
る
素
掘
り
の
大
溝
で
、
内
一暴
西
外
郭
塀

の
西
に
設
け
ら
れ
、
東
大
溝
ｓ
Ｄ

一
〇
五
に
対
置
さ
れ
る
官
の
基
幹
排
水
路
で

あ
る
。
溝
は
二
重
に
掘
ら
れ
て
お
り
、
上
層
の
溝
は
幅
四
ｍ
前
後
、
深
さ
○

・

四
ｍ
、
下
層
の
溝
は
幅

一
・
五
ｍ
前
後
、
深
さ
○

・
六
！
○

。
九
ｍ
の
規
模
を

も
つ
。
溝
の
中
ほ
ど
に
は
西
大
溝
を
横
断
す
る
よ
う
二
本
の
九
太

（径
一
二
Ｊ

を
○

。
三
ｍ
の
間
隔
で
立
て
、
そ
れ
に
十
数
個
の
石
を
絡
ま
せ
て
配
列
し
た
堰

が
作
ら
れ
、
堰
か
ら
下
流
側
（北
）
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
流
れ
る
の
に
対
し
、
上
流

側
（南
）
は
上
層
溝
の
両
岸
が
東
西
に
広
が
り
、
池
の
如
き
様
相
を
呈
す
る
。
な

お
西
大
滞
に
架
け
ら
れ
て
い
た
東
西
二
間
、
南
北
二
間
の
掘
立
柱
の
橋
脚
跡
を

検
出
し
た
。

木
筒
の
ほ
か
に
多
量
の
九

。
平
瓦
や
軒
瓦
、
面
戸
瓦
、
英
斗
瓦
な
ど
の
瓦
類
、

土
師
器

・
須
恵
器
、
土
馬
や
円
面
硯
、
漆
付
着
の
上
器
な
ど
の
上
器
類
、
さ
ら

に
砥
石
や
鉄
製
品
、
曲
物
底
板
な
ど
の
木
製
品
も
出
土
し
た
。

〓
一　
官
南
面
西
門

・
内
濠

・
外
濠
の
調
査

（第
六
九
―
四
次
調
査
）

こ
の
調
査
は
、
歩
道
整
備
工
事
に
伴

っ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
地
は
藤

原
官
南
面
西
門

・
内
濠

・
外
濠
の
推
定
位
置
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
九
五
だ

で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
内
濠
、
掘
立
柱
建
物
、
南
北
溝
な
ど
で
あ
る
が
、
宮

南
面
西
門
の
推
定
位
置
に
は
基
壇
土
な
ど
門
の
存
在
を
示
す
痕
跡
が
全
く
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
外
濠
に
つ
い
て
も
調
査
区
の
幅
が
狭
い
こ
と
か
ら
外
濠

に
向
か
っ
て
徐
々
に
下
が
る
傾
斜
面
を
検
出
し
た
だ
け
で
、
濠
の
両
岸
を
確
認

す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

木
簡
は
内
濠
ｓ
Ｄ
五
〇
二
か
ら
二

一
五
点
（う
ち
削
暦
二
一
一
点
）
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
〇
二
は
幅

一
・
六
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
の
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
堆
積
層
は

三
層
に
分
か
れ
る
。
木
筒
は
下
層
か
ら
土
器
と
と
も
に
出
上
し
た
。
ま
た
中

・

上
層
か
ら
は
瓦
類
が
出
上
し
た
。
上
層
は
溝
を
埋
立
て
た
土
層
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
東
方
官
衛
地
区

土
坑
Ｓ
Ｋ
七
六
四
一

①

　

「
＜
依
地
郡
嚇
標
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸ｏ卜∀
鶴
溢

ｏ８

②

　

口
口

奄
加
里
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
溢
巽
〕
ｏ慇

①

　

「
＜
□
□

国
小
海

郡
胤
卍
臥
田
＜

　

　

　

　

（Ｅ

Ｘ

］党

伽

ｏ〓



④

　

「
＜
□
鳴
郡
通
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３
大
じ
溢

ｏ毬

③
　
　
贄

一
斗
五
升
伊
和
之
く
」
　
　
　
　
　
　
（中こ
き
巽
卜
Φ毬

ω
ぞ
⑤
は
い
ず
れ
も
荷
札
木
簡
。
ω
と
②
は
隠
岐
国
の
も
の
。
⑤
と
⑭
は
所

属
国
那
不
明
の
も
の
。
０
は
贄
の
荷
札
。

ま
た

「枚
金
」
は
平
金

・
錬
で
、
鉄
の
板
金
の
こ
と
。

②
は
表
裏
異
筆
で
、
荷
札
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
ち
、
裏
邊
し
て
文
書
に
転

用
し
た
も
の
か
。
表
は

「廣
日
列
」
に
属
す
る
十
人
の
散
仕
に
つ
い
て
記
し
た

文
書
で
、
散
仕
先
は
菰
作

。
日
置
造
出

・
船
守
の
三
箇
所
で
各
々
に
一
口
が
充

〔定
３

て
ら
れ
、
そ
の
残
り
が

「□
七
」
で
あ
る
。
「廣
田
列
」
は
衛
士

。
仕
丁
等
の
集

団
名
。　
　
　
　
　
一

③
は
讃
岐
国
の
荷
札
。

〓
一　
官
南
面
西
門

・
内
濠

・
外
濠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　

・　
・

内
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
．

⑪
　
・

受
賜

。

国
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

大
０

通

ｏ留

〔受
と

②
　
。
「
＜
封
　
　
　
　
　
　
印
＜
」

。
「
＜

『
粟
道
宰
熊
鳥
』
□

＜
」
　
　
　
　
　
”ｏ受
∞賀
∞
霞

キ

②
は
検
封
木
簡
。
表
裏
異
筆
で
、
表
の
上
下
両
端
近
く
左
右
に
入
れ
ら
れ
た

切
り
込
み
の
位
置
に

「封
」
と

「印
」
の
各

一
文
字
を
記
す
が
、
切
り
込
み
の

位
置
に
は
組
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
文
字
の
紐
の
当
た
っ
た
部
分
が
白
く
抜
け
て

い
る
。
一異
の

「粟
道
」
は
淡
路
の
こ
と
。
「宰
」
は
淡
路
の
国
宰
で
い
そ
の
任
に

あ

っ
た
の
が

「熊
蔦
」
で
あ
ろ
う
。
下
端
に
書
か
れ
た
文
字
は

一
文
字
で
、
「熊

二
　
内
裏
西
外
郭
地
区

西
大
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
八
〇

①
　
。
「
十

一
日
打
相
釘
九
十
四
隻

呉
釘
六
百
九
十
隻
□
」

。「枚
金
三
枚
其
釘
十
七
須
理
釘
十
六
折
四
□
日
井
四
　
」

中
∞
点
×
］
『
×
∞
　
Ｏ
μ
ド
＊

〔定
己

②
　
。
「
十
上
廣
田
列
十
之
中
廟
彎
十
日出口
・
口
　
剛
七

・

。
弓
遠
江
国
浜
名
日
下
部
君
□
』
　

　

　

（重
Ｘ
］支
］
Φドマ

０

　

「
＜
綾
郡
山
本
里
宇
遅
部
首
□
＜
」
　
　
　
ドヽ
露
〕箕
ω
霞

丼
・

⑪
は
種
々
の
釘
と
そ
の
数
量
を
書
き
上
げ
た
文
書
木
簡
。
縦
に
木
目
に
沿
っ

て
三
片
に
割
ら
れ
て
い
た
も
の
を
接
合
し
た
。
表
裏
に
書
か
れ
た
物
品
の
テ
ち

「須
理
釘
」
は
関
係
史
料
が
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
「打
相
釘
」
は
正
倉
院

文
書
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

「打
合
釘
」、
「呉
釘
」
も
正
倉
院
文
書
に
見
え
る

釘
の
一
種
で
、
『新
撰
字
鏡
』
に

「鑽
、
元
蓋
釘
也
、
久
礼
久
疑
也
」
と
あ
る
。
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蔦
」
が
姓
で
あ
る
と
す
る
と
名
に
当
た
り
、
ま
た

「粟
道
宰
熊
鳥
」
と
異
筆
と

思
わ
れ
る
か
ら
自
署
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
表
の
切
り
込

み
に
紐
を
掛
け
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
裏
が
検
封
さ
れ
た
品
物
に
接
す
る

側
、

す
な
わ
ち
内
側
で
、

「栗
道
宰
熊
鳥
」
の
文
字
は
検
封
さ
れ
た
状
態
で
は

見
え
な
い
。
従

っ
て

「粟
道
宰
熊
鳥
」
は
宛
て
先
で
は
な
く
、
差
し
出
し
側
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
蔦

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
二
三

（
一
九

九
二
年
）

同

『
飛
鳥

。
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
一
（
一
九
九
二
年
）

（橋
本
義
則
）

団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

田
囲
□
□

]□□□□□□□□□□
]□□□□□□□□□□

□
□
一

□
□
一

絶 ti

り
出

□
□
［

「

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

「

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

一

■

□
□
□
□
□
□




